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修士論文要旨
【緒言】エネルギーと栄養素は、各臓器が正常に働き、人
間が生命と健康を維持するために必要不可欠である。私た
ちは健康の維持増進のために、個人のエネルギー消費量を
正確に把握し、適切なエネルギーを摂取する必要がある。
なかでも基礎代謝量（basalmetabolicrate：BMR）は1日
あたりのエネルギー消費量の　50～70％を占めるため、
BMRを把握することは推定エネルギー必要量の算定にお
いて特に重要である。現在使用されている基礎代謝基準値
は1969年に栄養所要量が策定されてからほとんど変化し
ていない。そこで、研究課題1として、若年成人女性を対
象にBMRを実測し、身体組成と関連させて、1969年の改
訂の際と同時代に測定された若年成人女性のBMRについ
て比較検討を行った。研究課題2として、食事摂取基準で
示されるエネルギー及び栄養素量については、著しく身体
活動量の多いスポーツ選手は対象となっていない。そこで、
一般成人女性とスポーツ選手の女性のBMRを比較し、ス
ポーツ選手のBMRの推定について検討を行なった。研究
課題3では一般女性とスポーツ選手のBMRを比較した結
果、除脂肪量（LeanIiodyMass：LBM）とLBMあたりの
BMRはLBMの増加に伴い低下する負の相関関係が見ら
れた。本研究の限界として、被験者の身体的特徴の幅がそ
れほど大きくなかった。そこで、研究課題1および2で提
案したことを適切に利用、または応用するためにも、LBM
とLBMあたりのBMRの関係について検討する必要があ
ると考えられた。
【研究課題1：方法】対象とした被験者は、定期的な運動
習慣のない健康な20歳代女性83名であった。身長、体重
は排尿を済ませた早朝空腹時に測定し、体脂肪量の測定は、
二重エネルギーⅩ線吸収法：DXA法）を用いた。基礎代謝
量の測定は食後12時間以上経過した早朝空腹時に、30分
以上仰臥させた後、仰臥位のまま、ダグラスバック法を用
いて測定した。
【研究課題1：結果・考察】本研究の被験者において、ス
テップワイズの重回帰分析を行った結果、LBMがBMRに
最も寄与する因子であった。本研究と1958－1960に行われ
た先行研究を比べると、現代の若年成人女性の体重あたり
のBMR（kcal／kg体重！日）が小さかった。その理由として、
先行研究と比較して、身長、体重が大きいにもかかわらず、
LBMには差が見られなかった。よって、1958－1960年の
20歳代女性に比べて、現代の若年女性は％LBMが少ない
ことが体重あたりのBMRが小さかったことに影響してい
ると考えられた。
【研究課題2：方法】対象とした被験者は運動習慣のない
健康な20歳代女憧90名と大学体育会に所属するアスリー
ト42名であった。
身体組成、BMRの測定は研究課題1と同様である。
【研究課題2：結果・考察】　非運動群と運動群を比較す
ると運動群のBMR（kcal／日）、体重あたりのBMR（kcal／kg
体重／日）が有意に大きかった。LBM　あたりのBMR
（kcal／kg工。BM／日）には差は見られなかった。LBMあたり
のBMRに差が見られなかったので、運動群、非運動群を
区別することなくLBMを用いてBMRを推定することが
可能なことが示唆された。また、すでに報告されているス
ポーツ選手のBMRの推定式（BMR＝28．5×LBM（kg））に
ついて検討した結果、非運動群、運動群の両群において
BMRを推定できていたことから、体格、体力、運動習慣
の有無には関係なく、上記の推定式を用いることでBMR
を推定できることが示唆された。
【研究課題3：方法】先行研究によって報告されている推
定式を用いて、身体を4つ（骨格筋、骨、脂肪組織、その
他臓器・組織）に分類し、さらに、先行研究で報告されて
いるそれぞれ各組織・器官の代謝率を掛け合わせてBMR
を推定した。
【研究課題3：結果・考察】非運動群、運動群の区別なく、
先行研究による推定式を用いて、身体を4つ（骨格筋、骨、
脂肪、その他臓器・組織）に分類し、各組織・器官のエネ
ルギー代謝率を掛け合わせた結果、BMRを推定すること
ができた。よって、各組織・器官をそれぞれ推定でき、各
組織・器官のエネルギー代謝率は先行研究の値を支持でき
る可能性が考えられた。よって、BMRの変動要因として
は、各組織・器官のエネルギー代謝率の変化よりも、各組
織・器官の重量がBMRに影響している可能性が考えられ
た。LBMとLBMあたりのBMRが負の関係を示した要因
の一つとして、LBMを構成する組織の割合が影響してい
ることが示唆された。よって、BMRの推定にLBMを用い
る際は、LBMが極端に多いまたは少ない人において、LBM
を構成する組織・器官の割合がBMRに影響している可能
性があるので、考慮する必要があると考えられた。
【まとめ】これまで、基礎代謝量を推定する際は主に体重
が用いられていた。しかし、身体組成の違いがBMRに影
響を及ぼすことから、若年成人女性においては、体格、体
力に関係なくし］】Mを用いてBMRを推定することを提案
する。しかし、LBMが極端に多い場合または少ない場合
は注意が必要であると考えられる。
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